
ろう

第９回大分県働き方改革推進会議 オンライン開催

□会議次第
■知事挨拶
■事例発表
■議事
共同宣言及び目標の改定・承認について
■その他

□議事 共同宣言及び目標の改定・承認について
・共同宣言及び目標改定案について意見交換。
目標については承認、共同宣言については、最低賃
金の議論を踏まえて、内容修正が必要な場合は修正す
ることを確認のうえ承認。
（改定案）
・共同宣言
多様な人材の活躍や社会参画を実践するための文言
追加。
・目標
年間総実労働時間全国平均以下 2025年まで継続
年次有給休暇取得率70％以上 2025年まで継続
男性の育児休業取得率13％以上

目標を30％以上とし、2025年まで継続
25歳～44歳女性の就業率77％以上

2022年の結果をみて検討

■経済団体
◇一般労働者の総実労働時間については、各業種で実態も違うので、
業種に応じた取組をすることよって、全国平均以下が達成できると
考える。

◇最低賃金はあげる必要があると考えるが、コロナの影響でもあり、
働き方改革での生産性の向上がなかなか難しい業界もあるので、
支援策も考えて欲しい。

■労働団体・労働者代表
◇障がい者や外国人材の活躍については、今後、具体策や目標も
必要。

■有識者等
◇男性の育児休業は取得することも大切だが、取得期間など質も
大事。

■企業経営者
◇女性が働きやすい環境づくりをして、女性の就労を支援することで、
目標全てが自ずと達成できると思う。

◇行政の申請関係のペーパーレス化推進が必要。


